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桃
の
花
咲
く
山
辺
の
道 

 

            
 

             
 

 
 

山
の
辺
の
道
あ
た
り
は
、

「
大
和
朝
廷
の
発
祥
の
地
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
出

土
す
る
土
器
は
、
西
は
朝
鮮
半

島
か
ら
南
九
州
、
南
関
東
に
至

る
日
本
列
島
各
地
か
ら
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
山
陰
、
三
陸
、

瀬
戸
内
、
河
内
、
近
江
、
南
関

東
、
東
海
地
方
、
朝
鮮
半
島
の

土
器
が
数
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。
三
輪
山
の
ふ
も
と
に
あ

る
巻
向
（
ま
き
む
く
）
地
区
に

は
卑
弥
呼
（
又
は
そ
の
後
継
者

ト
ヨ
）
の
墓
で
は
な
い
か
と
さ

れ
る
箸
墓
（
は
し
は
か
）
古
墳

が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年

の
発
掘
調
査
で
纏
向
に
大
型

建
造
物
（
王
の
館
）
跡
が
発
掘

さ
れ
、
邪
馬
台
国
が
大
和
に
あ

っ
た
有
力
な
証
拠
だ
と
色
め

き
立
ち
ま
し
た
。
発
掘
さ
れ
た

桃
の
種
二
七
六
五
個
や
、
銅
鐸

の
破
片
は
古
来
の
神
を
廃
し
、

鬼
道
（
道
教
系
）
に
使
え
て
連

合
国
家
を
ま
と
め
た
卑
弥
呼

の
王
国
の
証
拠
に
な
る
と
さ

れ
ま
す
。
山
辺
の
道
沿
い
に
は

桃
の
花
が
多
く
咲
き
ま
す
。 
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三
輪
山
と
邪
馬
台
国 

想
定
地
の
纏
向
遺
跡 

 

            
 

             

山
の
辺
の
道
を
歩
く
と

「
こ
こ
は
、
ま
さ
し
く
大
和

だ
！
」
と
感
じ
る
場
所
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、「
大
和
朝
廷

の
発
祥
の
地
」
で
あ
り
、
そ

う
感
じ
る
の
は
当
然
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
絵
は
景
行

天
皇
陵
横
の
山
辺
の
道
か
ら

描
き
ま
し
た
。
桜
井
市
の
三

輪
山
は
出
雲
系
の
神
様
。
出

雲
が
大
和
に
国
ゆ
ず
り
を
し

た
り
、
三
輪
山
の
神
が
疫
病

で
祟
っ
た
り
と
い
う
大
和
と

出
雲
の
葛
藤
の
話
が
多
く
伝

わ
る
の
は
古
代
に
こ
の
地
に

い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
が
展
開

し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
あ

る
、
箸
墓
（
は
し
は
か
）
古

墳
は
毎
夜
、
通
っ
て
来
る
三

輪
山
の
神
様
が
本
当
は
白
蛇

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
し
ま

い
、
驚
い
て
尻
餅
を
突
い
た

拍
子
に
箸
で
下
半
身
を
突
い

て
死
ん
だ
と
さ
れ
る
大
倭
百

襲
姫
（
ヤ
マ
ト
ト
モ
モ
ソ
ヒ

メ
）
の
墓
で
、
彼
女
が
女
王

卑
弥
呼
、
又
は
後
継
者
の
ト

ヨ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。 
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た
ん 

ざ
ん               

談
山
神
社
の
紅
葉 

 

            
 

             
 

 
 

 
 
 

  

談
山
神
社
は
車
で
行
く
な
ら
桜
井

か
ら
入
り
ま
す
が
吉
野
方
面
か
ら
だ

と
二
十
分
程
度
で
新
し
く
出
来
た
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
で
す
。
飛
鳥

か
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
も
あ
り
ま
す
。

中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
は
、
南
淵
請

安
（
み
な
み
ぶ
ち
の
し
ょ
う
あ
ん
）
の

塾
で
学
び
ま
し
た
。
そ
の
行
き
帰
り
に

乙
巳
（
い
っ
し
の
変
＝
大
化
の
改
新
）

の
計
画
を
相
談
し
た
と
い
い
ま 

す
。 

学
者
で
あ
り
僧
侶
で
も
あ
っ
た
南

淵
請
安
は
、
六
〇
二
年
に
遣
隋
使
の
小

野
妹
子
に
同
行
し
て
三
十
数
年
間
も

大
陸
で
す
ご
し
、
六
四
〇
年
に
帰
国
し

ま
し
た
。
大
陸
滞
在
中
に
隋
の
滅
亡
と

唐
の
興
隆
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
隋

や
唐
の
進
ん
だ
学
問
を
伝
え
ま
し
た

が
請
安
自
身
は
大
化
の
改
新
以
前
に

死
去
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ
る
に
は
明

治
維
新
の
よ
う
に
そ
の
底
流
に
大
き

な
思
潮
の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
が
、
古

代
で
も
そ
れ
は
同
じ
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
の
時
代
を
先
導
す
る
精
神
的
な

リ
ー
ダ
ー
が
い
つ
の
時
代
で
も
存
在

し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。 

住
所 

桜
井
市
多
武
峰
３
１
９ 

電
話 
０
７
４
４ 

４
９ 

０
０
０
１ 

紅
葉
（
十
一
月
末
～
十
二
月
初
旬
） 
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大
化
の
改
新
の
密
談
の
場
所
・
談
山

た
ん
ざ
ん

神
社 

 

談
山
神
社
の
秋
は
、
赤
い
十
三
重
の
塔
は
紅
葉
の
中
で
一
段
と
映
え
て
美
し
い
。 

明
日
香
の
住
民

は
、
多
武
峰
（
と
う
の
み
ね
）
の
山
に
特
別
な
愛
着
を
感
じ
る
そ
う
で
す
が
、
中
臣
鎌
足
と
中
大
兄
皇

子
が
大
化
の
改
新
の
密
議
を
し
た
と
い
う
談
山
神
社
は
こ
の
多
武
峰
の
山
中
に
あ
り
ま
す
。
「
多
武
峰

縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
飛
鳥
法
興
寺
の
蹴
鞠
会
で
中
大
兄
皇
子
に
近
づ
い
た
中
臣
鎌
足
が
中
大
兄
皇
子
を

誘
い
、
談
山
神
社
裏
山
で
蘇
我
氏
打
倒
の
密
謀
を
め
ぐ
ら
し
た
と
い
い
ま
す
。
鎌
足
の
死
後
、
遺
体
は

摂
津
三
島
の
阿
威
山
（
あ
ぶ
や
ま
）
に
葬
ら
れ
ま
し
た
が
唐
か
ら
帰
国
し
た
長
子
の
定
慧
が
多
武
峰
に

改
葬
し
、
十
三
重
の
塔
を
建
て
て
「
妙
楽
寺
」
と
し
た
の
が
談
山
神
社
の
前
身
で
す
。
神
社
に
な
っ
た

の
は
神
仏
分
離
令
後
の
明
治
以
来
の
こ
と
で
す
。 

  

談山神社の紅葉 
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山
辺
の
道
を
行
く                     

 
 

            
 

             
 

 
 

 

大
和
に
は
山
の
辺
の
道
、
葛
城
古
道
、

竹
の
内
街
道
、
な
ど
、
古
代
か
ら
開

け
た
道
が
多
い
。
山
辺
の
道
は
日
本

最
古
の
街
道
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
あ

た
り
の
古
墳
群
に
葬
ら
れ
て
い
る
天

皇
は
、
大
和
朝
廷
ス
タ
ー
ト
時
代
の

天
皇
で
す
。
記
紀
（
古
事
記
・
日
本

書
紀
）
で
初
代
天
皇
と
さ
れ
て
い
る

神
武
天
皇
と
、
第
十
代
の
崇
神
天
皇

は
、
二
人
と
も
「
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス

メ
ラ
ミ
コ
ト
（
最
初
に
国
を
治
め
た
天

皇
）
」
と
い
う
別
名
が
あ
り
ま
す
。
ハ

ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
が
二
人

も
い
る
の
は
お
か
し
い
の
で
す
が
、
崇

神
天
皇
は
実
在
の
人
物
で
す
。
初
代

神
武
（
じ
ん
む
）
天
皇
以
下
の
存
在

の
根
拠
に
乏
し
い
天
皇
達
は
何
ら
か

の
事
情
で
正
し
い
記
載
が
で
き
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本

書
紀
サ
イ
ド
の
系
統
の
王
族
が
滅
ぼ

し
た
相
手
の
王
族
の
名
前
を
は
っ
き

り
と
明
記
で
き
な
か
っ
た
為
、
神
話
に

託
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
卑
弥
呼
の
記

録
が
中
国
に
あ
る
の
に
日
本
に
な
い

と
い
う
の
も
同
じ
理
由
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 
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鍵
・
唐
子
遺
跡 

 天
理
か
ら
明
日
香
へ
の
途
中
、
左
側
に
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
楼
閣
が
見
え
て
来
ま
す
。
平
成
三
年
に
、

こ
こ
か
ら
楼
閣
が
描
か
れ
た
土
器
片
が
出
土
し
、
紀
元
一
世
紀
の
時
代
に
大
陸
文
化
を
採
り
入
れ
た
建

築
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
池
の
ほ
と
り
に
こ
の
風
変
わ
り

な
塔
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
広
い
駐
車
場
が
あ
り
、
時
々
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
中
国
の
魏
志
倭
人
伝

に
は
卑
弥
呼
の
宮
室
は
「
楼
観
、
城
柵
を
設
け
・
・
・
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
邪
馬
台
国
の
有
力

な
候
補
地
の
纏
向
遺
跡
は
こ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
九
州
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
楼
閣

に
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。
古
代
の
鍵
・
唐
子
遺
跡
は
河
内
や
伊
勢
湾
岸
地
域
と
も
川
や
陸
上
交
通
で
つ

な
が
っ
て
お
り
、
天
竜
川
流
域
や
岡
山
県
南
部
の
土
器
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
東
西
の
物
資
流
通
の
中

心
で
四
世
紀
の
大
和
に
邪
馬
台
国
規
模
の
大
き
な
く
に
が
あ
っ
た
有
力
な
証
拠
と
な
り
ま
し
た
。 

 

場
所 

田
原
本
町
平
田 

電
話 

０
７
４
４ 

３
２ 

２
９
０
１ 

（
田
原
本
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
） 

鍵・唐子遺跡 
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三
輪
か
ら
見
た
二
上
山                       

            
 

             
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
和（
奈
良
）の
地
と
、

河
内
（
大
阪
）
を
分
け
る

国
境
の
二
上
山
は
大
和
の

人
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な

山
。
大
和
の
東
か
ら
西
を

見
る
と
二
こ
ぶ
駱
駝
の
よ

う
な
山
が
見
え
ま
す
が
こ

れ
が
「
に
じ
ょ
う
さ
ん
」
と

か
、「
ふ
た
か
み
や
ま
」
な

ど
と
呼
ぶ
二
上
山
で
す
。

古
代
の
人
々
は
、
日
の
出

の
三
輪
（
み
わ
）
山
に
は

誕
生
や
生
を
、
落
日
の
二

上
山
に
は
、
浄
土
や
死
を

感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

當
麻
寺
の
中
将
姫
が
二
上

山
の
夕
日
の
中
に
阿
弥
陀

如
来
が
現
れ
た
の
を
み
て

曼
陀
羅
に
し
た
と
い
う
當

麻
寺
の
ご
本
尊
の
蓮
糸
曼

陀
羅
の
話
を
聞
い
て
私
も

山
辺
の
道
の
三
輪
山
の
ふ

も
と
の
景
行
天
皇
陵
辺
り

か
ら
西
の
方
を
拝
み
、
二

上
山
を
描
き
ま
し
た
。
折

し
も
赤
い
夕
日
が
二
上
山

の
裏
へ
沈
ん
で
い
く
と
こ

ろ
で
大
変
感
動
し
ま
し
た
。 




